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記事全文はこちらをご参照ください 
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クモヒトデは触られたの್つྣのの๏向へಂげる 
～の数の個ର差から学ぶ，๎射相称のิき๏～ 

 
ポイント 

・4～7 ຌのをもつクモヒトデのಂඈߨಊから，ࢸの਼にとらわれない「ิき๏」を解。 
・ࠪޛ右のないಊがߨ๏を݀めるからくりを解。 
・સ๏位移ಊロボットへの応༽に期ଶ。 

 
概གྷ 

海ಕ学学院ਫ਼ໍ科学院ദ࢞課ఖのీ輝ࢱ，京学പඓセンターの加賀୫ঋ࢛ಝ  
ঁ教，海ಕ学ుࢢ科学ݜ究ॶの੪বਖࢦ०教दのݜ究グループは，クモヒトデ＊1 のಂඈߨಊに 
し，๎ࣻ૮সのਐରをもつಊがࠪޛ右を݀めるからくりを解きかしました。 

クモヒトデの一झである Ophiactis brachyaspis は形のਐରをもち，そのの਼には 4～7 ຌと 
いったݺରࠫがあります。ݜ究グループは，クモヒトデののにৰってಂඈߨಊを༢し，の
਼の異なるݺରがそれぞれどのようにを࢘って移ಊするのかをべました。その݃果，クモヒトデ
はৰられたからࠪ回りまたは右回りに「್つྣ」のの๏へಂげる傾があること，また，その
ときにಆになるのྈྣのをಋ࣎にಊかして૪ぐ傾があることを਼ཀྵモデル＊2 を࢘ってら
かにしました。 

ຌݜ究果は，「なぜࢸの਼が違ってもなのか？」「ࠪޛ右のないಊがどのように『』
を݀めるのか？」という疑にえたものであり，સ๏位移ಊロボットઅܯへの応༽が期ଶされます。 

なお，ຌݜ究果は，ਫ਼学と਼学の༧ݜ究として 2020 ೧ 1 ݆ 8 ೖ（ਭ）ޮ開の Journal of the 
Royal Society Interface  。されましたࡎに掲ࢿ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

チビクモヒトデ科の一झ Ophiactis brachyaspis のಂඈߨಊ（ࠪ）と਼を一ൢ化したໝࣞਦ（右） 
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青沼仁志（人間数理究分野） 
記事全文はこちらをご参照ください 
https://www.hokudai.ac.jp/news/191203_pr3.pdf 
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䛆概せ䛇 
東北大学㟁気㏻信研究所䛾石㯮章夫教授䠈加納剛史准教授䠈安井浩太㑻氏

䠄博士後期ㄢ程䠈日本学⾡振⯆会特別研究員䠅䠈䝇䜲䝇㐃㑥工科大学䝻䞊䝄䞁䝚校

䛾 Auke J. Ijspeert教授䠈䜸䝍䝽大学䛾 Emily M. Standen准教授䠈北海㐨大学㟁子

科学研究所䛾㟷沼仁志准教授䛾研究䜾䝹䞊䝥䛿䠈䝮䜹䝕䛜㝣上䛸水中䜢⾜䛝来䛩

䜛㝿䛾䛂㌟䛾䛣䛺䛧方䛃䛻着目䛩䜛䛣䛸䛷䠈環境䛻㐺応䛧䛶䛂理䛻䛛䛺䛳䛯䛃㐠動䝟䝍

䞊䞁注䠍䜢生䜏出䛩制御䛾䝯䜹䝙䝈䝮䜢ゎ明䛧䜎䛧䛯䚹 

一⯡䛻動物䛿䠈環境䛻応䛨䛯㐠動䝟䝍䞊䞁䜢柔㌾䛻生䜏出䛩䛣䛸䛷䠈様䚻䛺環

境下䜢⮬在䛻動䛝回䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹䛭䛾中䛷䜒特䛻⯆味深䛔䛾䛿䠈㝣上䛷䛿」

数䛾脚䜢協ㄪ䛥䛫䛶歩䛝䠈水中䛷䛿胴体䜢䛟䛽䜙䛫䛶泳䛠䛸䛔䛖振䜛⯙䛔䛷䛩䠄以下䠈

䛣䛾振䜛⯙䛔䜢䛂水㝣両用䝻䝁䝰䞊䝅䝵䞁注䠎䛃䛸呼䜃䜎䛩䠅䚹㌟体䜢䛖䜎䛟活用䛧㉁的

䛻異䛺䜛環境䛻ぢ事䛻㐺応䛩䜛水㝣両用䝻䝁䝰䞊䝅䝵䞁䛿䠈䛒䜛種䛾䝖䜹䝀䜔㨶䛺

䛹䠈多䛟䛾動物種䛻ぢ䜙䜜䜎䛩 [参考文献 1,2]䚹䛸䛣䜝䛜䠈䛣䛾水㝣両用䝻䝁䝰䞊䝅

䝵䞁䛜䛹䛾䜘䛖䛺制御䛾䛛䜙䛟䜚䛷実現䛥䜜䛶䛔䜛䛾䛛䠈䛣䜜䜎䛷不明䛷䛧䛯䚹 

䛣䛾問㢟ゎ決䛾䛯䜑䠈本研究䛷䛿䝖䝡䝈䝮䜹䝕䛾水㝣両用䝻䝁䝰䞊䝅䝵䞁䛻着目

䛧䜎䛧䛯䚹䝖䝡䝈䝮䜹䝕䛿䠈地上䛷䛿」数䛾脚䛾㐠動䜢協ㄪ䛥䛫䛺䛜䜙歩䛝䜎䛩䛜䠈

水中䛷䛿脚䜢折䜚䛯䛯䜏䠈䝦䝡䛾䜘䛖䛻胴体䜢䛟䛽䜙䛫䛺䛜䜙泳䛞䜎䛩䠄図䠍䠅䚹䝖䝡䝈

䝮䜹䝕䛿䠈同䛨構㐀䜢持䛴体節䛜一次元状䛻㛗䛟㐃䛺䛳䛯㌟体構㐀䜢䛧䛶䛚䜚䠈歩

⾜䞉㐟泳㛫䛾㑄移䛾様子䜢ほ察䛧䜔䛩䛔䛸䛔䛖利点䛜䛒䜚䜎䛩䚹䜎䛯䠈神経䜢㒊分

的䛻切断䛩䜛䛺䛹䛾侵く䜢伴䛖実㦂䜒比㍑的䛻容易䛻⾜䛘䜎䛩䚹䛭䛾䛯䜑䠈水㝣両

用䝻䝁䝰䞊䝅䝵䞁䛾䛛䜙䛟䜚䜢探䜛上䛷㠀常䛻㐺䛧䛯䝰䝕䝹生物䛰䛸ゝ䛘䜎䛩䚹 

本研究䛷䛿䜎䛪䠈䝖䝡䝈䝮䜹䝕䛜㝣上䛸水中䜢⾜䛝来䛩䜛㝿䛻歩⾜䞉㐟泳㛫䛾㑄

㝣ୖとỈ୰を⮬ᅾにືきᅇる࣒カデからᏛぶ 
ᰂ㌾な「㌟のこなし᪉」 



2019年 9月 26日 
西野浩史（人間数理研究分野） 
記事全文はこちらをご参照ください 
URL https://www.hokudai.ac.jp/news/2019/09/post-569.html 
 



2019年 6月 27日 
西野浩史（人間数理研究分野） 
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2019年 6月 12日 
青沼仁志（人間数理究分野） 
記事全文はこちらをご参照ください 
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5 ຌと 6ຌのオオクモヒトデは「ふくらみ๏」がҩう 
～からだのܙが，ಊきをڢさせるデザイン～ 

 
ポイント 

・ΨΨέϠϐφυがからだΝ෫のようにしぼませたりらませたりすΖݳেΝݡ。 
・５ຌと６ຌのݺରで，ϏーςؔのಋغのϏνーϱがҡなΖことΝݡ。 
・ਭのླྀΗΝఈした਼ཀྵϠυϩから，ਈܨյ࿑にབらないڢӣಊのཀྵմに߫ݛ。 

 
֕གྷ 

քಕָָӅਫ਼ໍՌָӅദ࢞՟ఖのీٍౣ߁，ࢱָָӅཀྵָӅのੋ༓ඔ೭ڂݜҽ，
քಕָుࢢՌָڂݜॶの੪বਖࢦ०گदのڂݜήϩーϕは，ΨΨέϠϐφυというϐφυにࣇた
ಊが，からだΝ෫のようにしぼませたりらませたりすΖڢӣಊ「ϛϱϒϱή」Νし，Ϗーς
ؔのಋغのϏνーϱが 5 ຌと 6 ຌのݺରでҡなΖことΝݡしました。 

ϛϱϒϱήは「ਫ਼きたಊで，らかにҡなΖからだのܙが，らかにҡなΖಊきのڢΝࡠって
いΖ」ྭです。ಊのಊきΝڢさせΖϋρφϭーέとして，ਈܨյ࿑がさΗてきましたが，
  ӣಊがりཱིつڢΝఈせず，ਭླྀのはたらきでϛϱϒϱήのܧܨήϩーϕはϏーςؔにਈڂݜ
ことΝ，਼ࣞΝ࢘ってઈすΖことにޯしました。 

ຌڂݜは，「からだのܙそのものΝうまくཤ༽して，あΖಊきΝڢさせΖ」というಊのஎܛΝ
ϒρέΠρϕしたڂݜで，ࡸなαϱφϫーϩなしにڢదなϨθϞΝਫ਼みड़すઅܯとして，ϫϚρφ
 。ଶさΗますغがݛへのָ߫

なお，ຌڂݜՎは，2019 ೧ 6 ݆ 5 ೖ（ਭ）ޮの Scientific Reports  。さΗましたࡎܟにࢿ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ΨΨέϠϐφυのϛϱϒϱήの༹ࢢ 



2019年 3月 6日 
西野浩史（人間数理研究分野） 
記事全文はこちらをご参照ください 
URL https://www.es.hokudai.ac.jp/result/2019-03-05-mamo/ 
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਼ཀྵモデルによる༩ݶでヒト３ݫ࣏കනൿを߶機化 
～ヒトൿේดみのみとバリア機，ൿේ࣮患ڂݜや価ݩࢾへの活༽に期ଶ～ 

 
ポイント 
・ൿේ外༽剤や化粧の開に重གྷな３次元കනൿは，従པ十にヒトනൿをໝแできていなかった。 
・数ཀྵモデルによる༩言で，ヒトൿේと同等の厚みとバリア機を持つ高機නൿの構築に成功。 
・人間の生ໍを守るනൿのメカニズム解と，数ཀྵ科学の医学・生ໍ科学への貢献に期待。 
 
概གྷ 

海ಕ大学電子科学研究所の長山雅晴教授，熊ຌ淳一学術研究員，株式会社資生ಌグローバルイノベ
ーションセンターのၜ田光༺主幹研究員らの研究グループは，科学技術振興機構（JST）戦ྲྀ的創造研
究推進事業 CREST 研究域「数ཀྵモデリング」（研究総括：坪井 俊）で採択されている「数ཀྵモデ
リングを基൭とした数ཀྵൿේ科学の創設」(研究代න者：長山雅晴）の支援により，高いバリア機＊1

を持つ 3 次元കනൿの構築に成功しました。 
ヒトのනൿ細๖＊2 を༽いて作られる人工නൿ，いわゆるනൿモデルは，༹々なൿේ疾患，加ྺร化

のメカニズムやනൿ機の解といった基礎研究に応༽されるだけでなく，新༂の開や化粧開
での安全性試験にも༽いられる重གྷなリサーチツールであり，多くの研究者が注しています。しか
し，これまで数多く作られたනൿモデルはいずれも，ヒトのනൿを十にໝแできていませんでした。 

長山教授らの研究グループは，නൿ恒常性＊3 の維持メカニズムをൕ映させた数ཀྵモデル＊4 を構築し，
コンピュータシミュレーションを行いました。その結果，ಝ異的な凹ದがക器の底にある場合，ヒト
ൿේと同等に厚いනൿと角層＊5 が構築されることが༩言されました。そこでക器の底෨に༹々なパ
ターンのポリエステルාをීいてනൿ細๖（ケラチノサイト）をകした結果，コンピュータシミュレ
ーションが༩言したパターンの場合，ヒトൿේනൿดみに厚く，ポリエステルාをීかない場合の２ഔ
の角層バリア機を持つ，高機 3 次元නൿを構築できることが確されました。 

この 3 次元නൿは化にう乾ൿ症など༹々なൿේ疾患のメカニズム解にༀཱིつほか，ൿේ外༽
剤，化粧などの効果の価，あるいは再生医ྏにも展開しうる機を持ちます。さらにຌ研究成果
は，数ཀྵモデリングが医学・生ໍ科学の域で༙効な๏๑であることも示唆しています。 

なお，ຌ研究成果は，英国時間 2018 ೧ 12 月 20 ೖ（）公開の Scientific Reports 誌に掲載されま
した。 

 
  


